
364 

この社会あなたの税がいきている | 
だよ納税思左26. 10. 20 (1) 

10月号
NO. 364 

平成26年10月20日発行

発行所
京都市左京区聖護院
円頓美町29-6
宮 075-771-6410

公益社団法人左京納税協会

左京納税貯蓄組合連合会
発行人/井上恒克

ヨ
句
』
7

署
長
講
演
会
を
開
催

左
京
納
税
協
会
並
び
に
左
京
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
は
、

8
月
沼

日
(
金
)
、
ウ
ェ
ス
テ
イ
ン
都
ホ
テ
ル

京
都
に
お
い
て
、
本
年
7
月
凶
日

付
で
東
京
派
遣
主
任
国
税
庁
監
察

官
か
ら
左
京
税
務
署
長
に
着
任
さ

れ
ま
し
た
富
田
署
長
を
お
迎
え
し

て
、
「
上
杉
鷹
山
に
学
ぶ
」
と
題

す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

富
田
署
長
は
、
宮
城
県
の
ご
出

身
で
、
昭
和
日
年
4
月
、
仙
台
国

税
局
で
採
用
さ
れ
、
税
務
大
学
校

普
通
科
第
初
期
生
と
し
て
、
-
年

3
か
月
の
研
修
期
間
を
経
て
、
翌

臼
年
6
月
に
東
京
国
税
局
管
内
の

山
梨
税
務
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
時
年
7
月
、
東
京
国
税
局

総
務
部
会
計
課
課
長
補
佐
か
ら
仙

台
国
税
局
管
内
の
福
島
税
務
署
副

署
長
と
し
て
2
年
間
の
単
身
赴
任

の
後
、
平
成
初
年
7
月
に
東
京
国

税
局
管
内
北
沢
税
務
署
副
署
長
と

《
上
杉
鷹
山
に
学
ぶ
》

し
て
2
年
、
そ
の
後
、
芝
税
務
署

法
人
税
担
当
特
別
調
査
官
、
横
浜

中
税
務
署
総
合
調
査
担
当
特
別
調

査
官
と
し
て
勤
務
の
後
、
平
成
M

年
7
月
か
ら
東
京
派
遣
主
任
国
税

庁
監
察
官
の
勤
務
を
経
て
、
本
年

7
月
に
現
職
に
就
か
れ
ま
し
た
。

富
田
署
長
は
、
左
京
納
税
協

会
・
左
京
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

両
会
の
役
員
・
会
員
(
組
合
員
)

に
対
し
、
税
務
行
政
に
つ
い
て
の
日

頃
の
力
強
い
ご
尽
力
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
ご
挨
拶
さ
れ
、

講
演
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
昨
年
日
月
に
就
任

さ
れ
た
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ

駐
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
の
父
一

ジ
ョ
ン
・

F
・
ケ
ネ
デ
ィ
第
お
代
大

統
領
が
尊
敬
し
て
い
た
と
い
う
逸

話
の
あ
る
上
杉
鷹
山
が
米
沢
藩
の

財
政
立
て
直
し
の
た
め
実
行
し
た

改
革
の
内
容
と
そ
の
根
底
に
流
れ

る
も
の
を
講
演
の
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
、

ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

【
上
杉
鷹
山
と
上
杉
家
の
歴
史
】

戦
国
の
名
将
一
上
杉
謙
信
を
先

祖
と
す
る
米
沢
藩
上
杉
家
は
、
越

後
2
5
0
万
石
を
支
配
し
て
い
た

謙
信
の
時
代
か
ら
そ
の
死
後
、
豊

臣
秀
吉
に
よ
り
会
津
若
松
1
2
0

万
石
へ
移
封
さ
れ
、
秀
吉
の
死
後
、

関
ケ
原
の
合
戦
で
西
軍
に
つ
い
た
た

め
、
徳
川
家
康
に
よ
り
米
沢
却
万

石
へ
と
減
封
さ
れ
、
更
に
、
第
3

代
藩
主
が
世
継
ぎ
が
な
い
ま
ま
に

急
死
し
た
こ
と
に
よ
り
お
家
断
絶

の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
が
、
日
万

石
へ
の
半
減
で
こ
と
な
き
を
得
る
と

い
う
規
模
縮
小
の
歴
史
に
見
舞
わ

れ
な
が
ら
も
、
藩
士
の
削
減
を
行

わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
絶
望
的
な

財
政
危
機
に
陥
り
、
第
8
代
藩
主

の
上
杉
重
定
は
、
今
で
言
う
会
社

更
生
法
あ
る
い
は
自
己
破
産
の
申

請
に
当
た
る
領
地
返
上
を
幕
府
に

願
い
出
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
高
鍋

藩
(
現
宮
崎
県
)
3万
石
の
藩
主
一

秋
月
種
実
の
二
男
で
あ
る
鷹
山
は
、

叩
歳
の
時
、
親
戚
関
係
に
あ
っ
た

上
杉
家
の
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

げ
歳
の
若
さ
で
米
沢
藩
第
9
代
藩

主
と
な
り
ま
し
た
。

「
受
け
継
ぎ
て
国
の
司
の
身
と

な
れ
ば
忘
る
ま
じ
き
は
民
の

父
母
」こ

の
句
は
、
鷹
山
が
米
沢
藩
の

家
督
を
継
い
だ
そ
の
日
に
生
涯
を

貫
く
覚
悟
を
も
っ
て
詠
ん
だ
も
の
で
、

ひ
た
す
ら
民
を
思
い
、
民
を
愛
す

る
も
の
で
、
こ
の
姿
勢
は
、
終
生

変
わ
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
鷹
山
の
学
問
の
師
匠

で
あ
る
儒
学
者
一
細
井
平
洲
の
教
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え
の
一
つ
「
隼
胞
の
心
孟
宇
和
す
。
」

を
も
っ
て
、
人
と
の
付
き
合
い
に
お

い
て
は
、
人
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
思
う
な
ら
、
自
ら
親
し

み
を
持
っ
て
接
す
る
。
こ
う
し
た
自

ら
の
働
き
掛
け
が
人
の
心
を
動
か

す
。
特
に
、
年
長
者
と
年
少
者
、

上
司
と
部
下
の
よ
う
な
上
下
関
係

に
お
い
て
は
、
上
に
立
つ
者
か
ら
進

ん
で
働
き
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
教
え
を
貫
い
て
、
財

政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
第
一
次
改
革
・
・
・
隠
居
】

財
政
難
に
苦
し
む
米
沢
藩
に
お

い
て
、
鷹
山
が
行
っ
た
改
革
は
、
自

ら
率
先
し
て
倹
約
に
努
め
、
着
物

を
木
綿
に
し
、
食
事
は
一
汁
一
菜
、

年
間
行
事
の
中
止
や
贈
答
の
禁
止
、

奥
女
中
、
年
間
生
活
費
、
参
勤

交
代
の
人
数
の
大
幅
削
減
な
ど
慣

例
を
打
ち
破
り
、
改
革
の
理
念
を

示
し
、
藩
全
体
に
質
素
倹
約
の
精

神
を
促
す
べ
く
、
ま
ず
、
江
戸
藩

邸
か
ら
実
行
し
、
結
果
を
踏
ま
え

て
米
沢
本
国
で
実
行
に
移
そ
う
と

し
ま
し
た
が
、
鷹
山
が
抜
擢
し
た

江
戸
詰
め
の
家
臣
を
中
心
と
す
る

改
革
派
と
代
々
、
上
杉
家
に
仕
え

て
き
た
保
守
派
の
重
臣
た
ち
と
の

聞
に
激
し
い
対
立
が
起
き
、
鷹
山

が
藩
主
と
な
っ
て
、

7
年
目
に
米

沢
の
重
臣
7
人
が
改
革
の
一
切
を

中
止
す
る
よ
う
、
鷹
山
を
城
内
の

一
室
に
軟
禁
し
、
改
革
に
対
す
る

窃
か
条
の
訴
状
を
突
き
付
け
、
直

談
判
を
行
う
「
七
家
騒
動
」
と
言

わ
れ
る
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
当
事
者
の
切
腹
、

隠
居
・
閉
門
と
い
う
裁
断
が
下
さ

れ
た
の
で
す
が
、
危
機
に
直
面
し

た
鷹
山
が
採
っ
た
事
件
に
至
る
背

景
の
入
念
な
調
査
と
迅
速
果
断
な

対
応
並
び
に
遺
族
に
対
す
る
家
督

相
続
の
許
諾
、
閉
門
の
解
除
な
ど

を
含
め
た
処
置
は
、
家
臣
の
信
頼

を
強
め
ま
し
た
。

保
守
派
の
抵
抗
を
乗
り
切
っ
た

鷹
山
は
、
新
た
な
産
業
を
興
す
べ
く
、

漆
か
ら
ロ
ウ
を
取
り
だ
し
、
専
売

し
よ
う
と
本
格
的
な
財
政
改
革
に

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
が
、
西
日

本
で
は
、
ハ
ゼ
の
木
か
ら
採
れ
る
品

質
の
良
い
ハ
ゼ
ロ
ウ
が
登
場
し
て
お

り
、
ま
た
、
改
革
派
の
中
心
人
物

で
あ
る
筆
頭
家
老
が
失
脚
し
、
更

に
は
、
浅
間
山
の
大
噴
火
に
よ
る

「
天
明
の
大
飢
鐘
」
に
見
舞
わ
れ
、

改
革
は
挫
折
し
、
藩
主
の
座
を
退

く
こ
と
と
な
り
、
隠
居
す
る
に
当

た
り
、
改
革
の
精
神
を
残
す
た
め
、

次
期
藩
主
に
3
箇
条
の
「
伝
国
の

辞
」
を
託
し
ま
し
た
。

一
国
家
は
、
祖
先
よ
り
子
孫
へ

伝
え
候
国
家
に
し
て
、
我
私

す
べ
き
も
の
に
は
こ
れ
な
く

候。
人
民
は
、
国
家
に
属
し
た
る

人
民
に
し
て
、
我
私
す
べ
き

も
の
に
は
こ
れ
な
く
候
。

国
家
人
民
の
為
に
立
て
た
る

君
に
て
、
君
の
為
に
立
て
た

る
国
家
人
民
に
は
こ
れ
な
く

候。

【
ふ
た
た
び
の
改
革
】

鷹
山
の
隠
居
後
、
そ
の
思
い
と

は
裏
腹
な
事
態
が
進
展
し
、
米
沢

藩
の
財
政
は
ど
ん
ど
ん
危
機
的
状

態
に
陥
り
、
藩
内
に
鷹
山
再
出
馬

の
機
運
が
高
ま
る
中
、
隠
居
か
ら

6
年
後
、
引
歳
で
再
び
改
革
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。

鷹
山
は
、
財
政
状
況
な
ど
、
藩

の
実
態
を
全
藩
士
に
公
開
し
、
改

革
へ
の
提
言
を
求
め
る
「
上
書
箱
」

を
設
置
し
、
武
士
に
限
ら
ず
農
民

や
商
人
か
ら
の
優
れ
た
意
見
を
積

極
的
に
採
用
し
、
提
言
者
の
名
前

を
付
け
て
今
に
残
る
農
業
用
水
路

「
黒
井
堰
」
な
ど
の
一
大
濯
瓶
事

業
な
ど
の
ほ
か
、
第
一
次
改
革
で
失

敗
し
た
漆
1
0
0
万
本
計
画
に
代

え
て
、
桑
畑
の
税
金
を
廃
止
し
、

桑
の
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
、
藩

全
体
に
養
蚕
を
奨
励
し
、
織
物
技

術
者
の
招
聴
、
最
新
鋭
織
物
機
の

導
入
、
藩
で
栽
培
し
て
い
た
「
青

そ
」
や
「
紅
花
」
な
ど
の
染
料
で

染
め
上
げ
た
「
米
沢
織
」
と
い
う

現
代
に
も
引
き
継
が
れ
る
地
場
産

業
を
興
し
、
財
政
を
立
て
直
し
、

鷹
山
の
死
後
1
年
で
、
米
沢
藩
は

借
入
金
の
ほ
と
ん
ど
を
返
済
し
ま

し
た
。

【
結
び
に
】

富
田
署
長
は
、
「
成
せ
ば
な
る

成
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
成

ら
ぬ
は
人
の
成
さ
ぬ
な
り
け
り
」

と
い
う
有
名
な
鷹
山
の
名
言
を
披

露
さ
れ
、
こ
の
中
に
は
、
読
み
取

れ
る
ほ
か
に
「
や
ろ
う
と
す
る
こ
と

は
他
人
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分

の
た
め
に
も
な
る
も
の
だ
。
」
と
い

う
深
い
意
味
合
い
が
あ
る
と
し
て
、

二
度
目
の
改
革
の
成
功
の
根
底
に

「
愛
」
、
「
他
人
へ
の
い
た
わ
り
、

思
い
や
り
」
が
あ
っ
た
か
ら
と
し
、

そ
し
て
、
何
よ
り
も
藩
内
の
領
民

た
ち
が
、
改
革
に
協
力
す
る
こ
と

が
自
分
達
が
裕
に
な
れ
る
と
理
解

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、

最
後
に
、
皆
様
方
の
企
業
に
お
か

れ
で
も
、
「
成
せ
ば
な
る
」
と
い
う

精
神
と
色
々
な
方
々
に
対
す
る
「
愛
」

を
持
っ
て
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
と
結
ぼ
れ
て
講
演

を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、
組
織
や
会
社
を
維
持
、
発
展

さ
せ
て
い
く
上
で
、
非
常
に
有
意

義
な
講
演
で
あ
っ
た
。
と
い
う
声
が

挙
が
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
ご
講
演

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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左
京
納
税
協
会
正
副
会
長
会

理
事
会
・
組
織
拡
大
委
員
会
を
開
催

・
・
・
・
会
員
拡
大
へ
向
け
て
協
力
を
要
請
・

.

.
 

公
益
社
団
法
人
左
京
納
税
協

会
は
、
日
月

7
日
(
火
)
ホ
テ

ル
平
安
の
森
京
都
に
お
い
て
、

左
京
税
務
署
富
田
署
長
ほ
か
幹

部
職
員
を
ご
来
賓
に
迎
え
、

9

時
泊
分
か
ら
正
副
会
長
会
、
叩

時
却
分
か
ら
理
事
会
を
、
理
事

会
終
了
後
、
左
京
区
管
内
を

5

ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
し
て
組
織
さ

れ
た
合
同
の
組
織
拡
大
委
員
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

理
事
会
は
、
理
事
総
数
例
名

の
内
、
品
名
の
出
席
、
監
事

2

名
の
出
席
に
よ
る
成
立
要
件
を

満
た
し
た
中
、
次
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た。(
1
)
 
平
成
初
年
度
納
税
表
彰

式
に
関
す
る
件

日
月
日
日
(
木
)
左
京
税
務

署
、
左
京
納
税
協
会
、
左
京
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
三
者
共

催
に
よ
り
、
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都

ホ
テ
ル
京
都
に
お
い
て
開
催

(
開
式
一
午
後

4
時
)
し
ま
す
。

式
典
終
了
後
、
本
年
も
中
学

生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

優
秀
作
文
の
朗
読
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
左
京
納
税
協
会
長
表

彰
状
並
び
に
本
年
度
か
ら
新
た

に
設
け
ら
れ
た
同
感
謝
状
の
受

彰
(
贈
)
者
に
つ
い
て
は
、

8

月
辺
日
、
ウ
ェ
ス
テ
イ
ン
都
ホ

テ
ル
京
都
で
開
催
し
た
正
副
会

長
会
に
お
い
て
、
各
対
象
役
員

の
選
考
経
緯
等
に
つ
い
て
説
明

し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。

(
2
)
平
成
初
年
度
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰

等
に
関
す
る
件

平
成
部
年
度
の
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
関

し
て
は
、
平
成
幻
年
度
か
ら
公

益
目
的
事
業
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
納
税
協
会
長
賞
を
設
け
、

優
秀
作
文
入
賞
者
を
表
彰
し
て

き
て
お
り
、
本
年
度
も
引
き
続

き
8
名
程
度
を
表
彰
し
ま
す
。

(
3
)
平
成
部
年
度
「
会
員
拡

大
策
」
に
関
す
る
件

平
成
お
年
度
に
左
京
税
務
署

へ
設
立
届
が
提
出
さ
れ
た
法
人

及、び

N
T
T
デ

l
タ
に
よ
り
把

握
し
た
未
加
入
法
人
を
対
象
に

加
入
勧
奨
を
行
う
こ
と
が
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

決
議
事
項
終
了
後
、
報
告
事

項
と
し
て
次
の

2
項
目
に
つ
い

て
専
務
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

(
1
)
代
表
理
事
、
業
務
執
行

理
事
の
職
務
執
行
状
況
に
関
す

る
件本

会
の
代
表
理
事
で
あ
る
大

角
会
長
、
代
表
理
事
鈴
鹿
副
会

長
及
び
業
務
執
行
理
事
井
上
専

務
理
事
に
関
す
る
平
成
初
年
度

上
半
期

(
4
月

1
9
月
)
の
職

務
執
行
状
況
を
、
正
副
会
長
会
、

理
事
会
等
会
議
の
招
集
及
び
運

営
、
納
税
協
会
連
合
会
主
催
会

議
・
事
業
等
へ
の
出
席
な
ど
に

つ
い
て
月
別
に
記
載
し
た
資
料

を
も
っ
て
報
告
し
ま
し
た
。

(
2
)
理
事
と
の
取
引
に
関
す

る
件契

約
事
務
規
程
に
定
め
の
あ

る
利
益
相
反
取
引
に
該
当
す
る

本
会
と
理
事
事
業
所
と
の
取
引

の
内
容
及
び
結
果
に
関
し
て
、

4
月

3
日
開
催
の
個
人
部
会
役

員
会
並
び
に
青
年
部
会
の
定
時

総
会
と
夏
季
懇
談
会
に
つ
い
て

記
載
し
た
配
付
資
料
に
基
づ
き
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、
日
時
加
分

か
ら
冒
頭
に
簡
記
し
た
合
同
の

組
織
拡
大
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

減
少
を
辿
る
会
員
数
の
推
移
状

況
が
説
明
さ
れ
、
平
成
部
年
度

の
対
象
法
人
名
簿
、
対
象
法
人

に
送
付
さ
れ
た
文
書
の
内
容
等

が
説
明
さ
れ
、
退
会
数
を
上
回

る
入
会
数
の
確
保
に
向
け
て
、

組
織
拡
大
委
員
の
み
な
ら
ず
、

役
員
一
人
一
人
が
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し

た
な
お
、
事
務
局
か
ら
の
説
明

の
後
、
富
田
署
長
か
ら
、
円
滑

な
税
務
行
政
を
執
行
す
る
上
に

お
い
て
、
理
解
の
あ
る
会
員
の

増
加
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
り
、
可
能
な
限
り
の
支
援
を
行

い
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

.m;がやさしい おいしさづくり l 

4る111
法の

⑧株式金払

京都市中京区衣棚通姉小路上ル長浜町149
電話(代)211-7411番

決議
だい やす

'-~寄頁ラ可否百聞圏内産素材を使用。
化学調味料・保存料・合成着色料は使用していません。

本庖/平安神宮東 TEL075-761但 81/FAX 075-771-8756 

h仕p:/Iwww.daiyasu.co.jp

議つの⑤@
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| 正しい申告早めに納税 | 

令令平成26年度第48田中学生の I税についての作支j事業 φφ

1年連続左京区内全14校からの庇募を達成"・・・“応募数lま930編(歴代 2位) " 

平成 26年度の中学生の「税についての作文」募集結果が下表のとおり、まとまりました。

昭和 42年度から全国納税貯蓄組合連合会が租税教育の一環として、募集を始めた中学生の「税についての作文」

事業は、平成 20年度から国税庁との共同事業となり、本年度で第48回目を迎えました。

左京納税貯蓄組合連合会では、左京税務署と共同で左京区内の公立中学校9校、私立中学校5校、計 14校の生徒

さんを対象に夏休みの課題として取組んでいただけるよう 6月中旬から下旬にかけて各中学校を訪問し、募集した

結果、昨年度に引き続き、 2年連続してすべての中学校からの応募を達成することができました。

応募数においても、930編と平成 23年度に次ぐ多数の応募がありました。

応募された作文は、外部の専門の業者に一次審査を委託しています。

一次審査において、評価の高かった作文について、左京税務署並び、に左京納税貯蓄組合連合会・左京納税協会に

おいて、それぞれ審査し、その合計点で順位を定め、上位3編の優秀作文を京都府納税貯蓄組合総連合会へ進達しま

した。

最終審査結果は、次回の左京納税だより (NO.365i12月中旬発行予定J)に詳しく掲載します。

作文募集、回収、審査にご尽力いただきました関係各位には、紙面をお借りしまして心より厚く御礼申し上げます。

中学生の「税についての作文」応募状況 (単位:編・校・%・人)

品十同 校 名
平成23年度

府立洛北高等学校附属中学校

市立岡崎中学校

市立高野中学校

市立下鴨中学校

公立 市立近衛中学校

市立修学院中学校

市立洛北中学校

市 11.. 大 原 学 院

市立花背小中学校

京都文教中学校

京 都精華女子中学校

私立 東 山 中 学 校

ノートルダム女学院中学校

同 志 キ土 中 学校

学校数
合計

生徒数

A ISHIDA 

はかりしれない技術を、世界ヘ。

株式会社イシヲ" www.ishida.co.jp 
本社 〒6偽-8392 京都市左京区画姐焼山王町44 TEL 0伊5-771-4141

53 

o 
o 

170 

36 

106 

244 

10 

7 

97 

44 

56 

116 

O 

11 

939 

応 募 数 平成26年度

平成24年度 平成25年度 平成26年度
全学年

応募割合
生徒数

58 

5 

131 

175 

77 

5 

o 
94 

34 

81 

98 。
12 

760 

64 

14 

3 

148 

120 

68 

28 

11 

8 

91 

29 

111 

119 

14 

815 

70 240 29.2 

82 242 33.9 

6 268 2.2 

123 423 29.1 

25 305 8.2 

28 666 4.2 

263 791 33.2 

9 31 29.0 

12 12 100.0 

92 277 33.2 

39 124 31.5 

93 418 22.2 

85 291 29.2 

3 877 0.3 

14 14 100.0 

930 4，965 18.7 

経世書大型鱒合保障・H置のご加λ企S院の極大に向けて

広げよう
納税協会の輪
運動実施中〆

前o大同生命 @. ~.!~燃会社…_._Iu r. jpl
mB安値ノ"'..市中険医烏丸過'J三a降下，..闇屋町595-3 京・:f:B/"，"陶命館前中原区局丸週三条下ル周期坦6'595

TEL 075-231-5341 犬同生命凧舗ピル7円 γEl075-223-1651 
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| 税 金がつく るこの道あの学校 | 

《相続税・贈与税の税制改正について》

平成 25年度の税制改正のうち、 平 成 27年 1月 1日以後の相続税、贈与税について適

用される主なものは、次のとおりです。詳しくは国税庁ホームページ(附w.nta.go.jp) 

をご覧いただくか、お分かりにならない点がありましたら、税務署にお尋ねください。

O 相続税

1遺産に係る基礎控除 白書S礎檀除額が下がります 15.∞0万円+1.0∞万円X法定相続人の 円+6∞万円x法定相続人の敏
-・・・・・・・・・・・.......・....................................................ー・ー・・・...............・・・・・ ・........ー...・・・・・・・・・・..........................................................................................
2相続税の税.構造 -Jl高税率の引上げなど税率織進が震わります~

(各法定相続人の取得金額) (税寧) [続車}

同 1.0∞万同以下 H鴻 10肯

1.∞o万円紐 - 3.∞0万円以下 15百 15冒
3.∞0万円組問 5.∞0万円以下 20官 2011 
6.∞0万円値目 1億円以下 3開 30官

1億円飽 2億円以下
40唱

4011 
2億円飽向 S億円以下 451 
3億円超 6億円以下 50也

日施
自信円組四 551 

3税額鐙除 N 盤除額が上がります~

-未成年者艶除 201臨までの1年につき6万円 20歳までの1年につき10万円

-障害者控除
85臨までの1年につき6万円 85il1までの1年につき10万円

(~寺別障害者12万円) (~寺知J~車害者20万円)
............................・ー.................ー・・..............................................H..............................................‘・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ー..........................................
4小規模宅地等の特例 目対象となる限度面積、適用面積が鉱大されます~

-特定居住用宅地等の限度面積の鉱大 240m(減額割合80%) 330m(減額割合80%)

特定居住用宅地等240m+特
特定居住用宅地等制同+特|

-居住用と事業用の宅地等を選択する場合の適用面積 定事業用宅勉等4ωm

の鉱大
定事象用宅地等400m →合計730mまで適用可能
→合計400mまで適用可能 {貸付事軍用宅地等について特例の受けな

い編合に限ります.l

O 附与税

......1...... “...虫.主用 .… .1....…・・..型1E竺.............
1相続時精算課税 同適用対象者の範囲が鉱大されます目

贈与をした年の1/1において l 贈与をした年の1/1において
65館以上の者 60島以上の者

期与者

贈与を受けた年の1/1において|贈与を受けた年の1/1において
l m館以上の者 20歳以上の者

・受贈者 l l 
l 贈与を受けた時において | 贈与を受けた時において
| 賦与者の推定相続人 | 愉与者の維定相続人及び孫

2 m与税(暦年保税}の税寧構造 -Jl高裁皐の引上げや特例税皐の新股など税率檎遣が変わります町

| 改正後 | 新股
改正前| | 1. (一般税.....，.般贈与財産) I (特例税寧・特例贈与財産)基礎控除後の課税価格

- 2∞万円以下 10事 10弘 10冒

2ω万円飽 - 300万円以下 151 151 15% 
3∞万円飽 - 4∞万円以下 20官 201 
4∞万円組 - 6ω万円以下 30私 30鴨 2011 
600万円組四 1.0∞万円以下 40官 40唱 初官

1.∞0万円紐 - 1.5∞万同以下 501 何世 紛覧

1.5∞万円紐 - 3.0∞万円以下 " 50蝿 45蝿

3.∞0万円姐 - 4.5∞万円以下 " 拘置
551 

4.5∞方向組問 " 55耳

$ 直系尊.(父母や祖父録など)からの贈与により財度を取褐した受贈者(財産の贈与を受lすた年の111において208以上の宥に限ります.)につ
いては、 『特例税串Jを適用して税顕在計算します.この特例説皐の適用がある財産のことを『特例贈与財産」といいます.また‘特例税事の適用がな
い財虚(r一般税率Jを適用する財産}のζとを『一般阻与財産」といいます.

信頼し、信頼されて、

そしてまた新しい信頼の輸が広がる

。野ログループ

野口建設株式会社
京都市左京区田中大堰町214
TEL:075-781-9131 FAX:075-781-7865 

1910年創業

http://www.kirirg.jp NOGUCHI 

ゆ村中税理主事長所
税理士村中研治
税理士村中平治

〒606・8081京都市左京区修学院大林町13番地の4
TEL.075・721・6111 FAX.075・711・3515
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所得税の予定納税(第2期分)納付期間は

平成26年11月1日'"12月1日です

予定納税が必要な方には、6月中旬に税務署から「予定納税額の通知書」が送付されております0

・予定納税とは?

364 (6) 

前年分の確定申告に基づき、復興特別所得税の金額(所得税額の2.1%)を含めて計算した予定納税基準額が15万

円以上である場合に、原則、その113相当額をそれぞ、れ7月と11月に納めていただくことになっています。

・予定納税額の減額の申請・納付

O 第2期分の予定納税の減額申請をする場合は平成26年11月17日までに「予定納税額の減額申請書」を税務署に

提出してくださし、。

廃業や災害などの理由により、平成26年10月31日現在の状況で、平成26年分の見積もった税額が、税務署から通知された「予

定納税基準額Jより少なくなると見込まれる場合に、申請することができます。

く〉納付には便利な振替納税をご利用くださしミ。

源泉所得税を納付されている皆様ヘ

『ダイレクト納付』を利用してみませんか!

lZ主主主.どこでも申告・納税話品22納ーム

1是非ご利用ください!

ダイレクト納付とは、事前に税務署に届出等をしておけば、8-T8>くを利用して電子申告等をした

後に、届出をした預貯金口座から、簡単なクリック操作で即時または期日を指定して納付するこ

とができる新たな納付手段です。

1ダイレクト納付はこんなに便利です

①税務署や金融機関に出向くこと怠く、自宅やオフィスなどか5納付可能

②インターネットバンキングの契約が不要(手数料が不要)

③即時または期日を指定して納付するととが可能

④税理士が納税者に代わって納付手続を行うことが可能

さ51こ、⑤源泉所得税の手続では、電子証明の取得・畳録は不要

国詳しくは国税庁ホームページCwww.nta.go.jp)をご覧くださいo.
百『べては一杯のおいしい瑚携の為に

百貨庖・スーパーマーケットへの流通

KYOTO巴厄臥J:)“説話届弘田

線式会社ワールドコーヒー
h社p・jjwww.world-co何'ee.co.Jp/ E-mall :l nfo@wo~d-{;o行'ee .co.Jp

本 社〒615-0803京都市右京区西京密閉庄郷町51
TEL(075)314-2255 FAX(075)31 4-2211 

ご昼食、御宴会、お泊まりは

E察官ま銭聖護院御殿荘へ

庭園脚湯あります(昼~夜)
御料王里、宿泊とも全て前日までの御予約で賜ります

電話 (075) 771 -4151・FAX(075) 761-5555 
京都市左京区聖護院中可15.(市パス熊野神社前下車すり
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左京納税協会のホームページをご覧下さい

不動産取得税のあらまし
4砂不動産取得税とは

土地や家屋といった不動産を取得されたときに、 1回限り課税される京都府の税金です0

.不動産の取得とは
不動産の売買・交換・贈与・家屋の建築(新築・増築・改築)などによって不動産の所有権を取得するこ

とをいい、登記の有無や、有償か無償かを問いません。

.申告してください
不動産を取得された場合は、府税事務所から申告用紙を送付しますので、記入の上提出してください。

また、軽減措置を受けようとする場合には、必要書類を提出していただくこととなっています。

。税額の計算方法は (税率表)
不動産の価格(評価額) x税率=税額

税率は税率表のとおり

く〉不動産の価格とは実際の購入価格や請負価格ではなく、

市町村の固定資産課税台帳に登録されてしミる価格をい

い、新築家屋のように価格が登録きれていない場合には、

固定資産評価基準によって評価した価格となります。

く〉平成27年3月31日までに宅地評価土地(宅地及び宅地

比準土地)を取得した場合、価格は2分の1に負担調整

されます。

.税金が軽減される場合は

kh 
土地

住宅
家屋

住宅以外

平成18年4月1日~ 平成20年4月1日~

平成20年3月31日 平成27年3月31日

3% 

3% 

3，5% 4% 

取得された不動産が、一定の要件を満たす住宅や住宅用土地の場合や、公共事業のために収用された不動

産に代わる不動産を取得した場合などに、税金を軽減する制度があります。

.詳しくは、
京都府京都東府税事務所不動産取得税課まで 電話075引 3-6354

個人の住民税(公的年金からの特別徴収)

市・府民税の公的年金からの特別徴収(引き落とし)について

04月1日現在65歳以上の年金受給者のうち、市・府民税の納税義務のある方が対象です。

O日本年金機構等の年金支払者が、年金支給の際に引き落とします。引き落としになる方には、すでに納税

通知書をお届けしていますのでご確認ください。

0ただし、次の項目に該当される方は引き落としが中止となり、納付書や口座振替でお支払いいただくこと

になります0

・市外転出された方やお亡くなりになられた方

.年金所得に係る市・府民税に変更が生じた方

-京都市で介護保険料の公的年金からの引き落としをしなくなった方

・公的年金の支給が停止されたり、年金受給権に担保が設定された方

中止事由に該当された方には、税額変更通知書をお届けしてお知らせします。

0ご不明の点につきましては 左京区役所市民税課電話 702-1034までお問い合せください。
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26. 10. 20 左 京納税だより 3 6 4 (8) 

安 心経営のベストパートナー | 

第39固「企業経営税務研修ツアー」実施大綱がまとまりました。
(歴史と自然を求めて 薩摩、肥後への旅)

[実施時期] 平成 27年 6月3日(水)~6 月 30 日(火)
※ 京都ブロック (9協会)は、第 3班 (6月7日(日)~9 日(火))の行程です。

[宿泊先 1日目:指宿温泉 指宿白水館(鹿児島県指宿市知林の里)

2日目:人吉温泉 清流山水花あゅの里(熊本県人吉市九日町 30)

[募集期間] 平成 26年 11月~平成 27年 4月

【参加費用] 109，000円(消費税込)

[旅行主催会社] 近畿日本ツーリスト(欄大阪法人旅行支庖

[旅行行程 1日目 伊丹空港(10:05・ANA543)→鹿児島空港(11:15)→城山観光ホテル(昼食:12:15 ~ 13:15) 
→知覧武家屋敷庭閏 (14:45)→特攻平和会館 (15:45)→池田湖 (16:30)→指宿温泉白

水館 (17:00頃)

2日目 ホテル (8:00)→鹿児島仙巌園 (10:30)→鹿児島港 (11:15)→桜島港 (11:30)→桜島有

村溶岩展望所(12:00)→福山黒酢本舗柄志田(昼食 12:30~ 14:00)→]R吉松駅(15:16). . 
]R観光列車しんぺい号・・→]R人吉駅 (16:35)→からくり時計 (17:05)→人吉温泉

(17:15頃)

3日目 ホテル (8:45)→人吉乗船場 (9:00)・・球磨川下り:清流コース・・渡着船場 (10:30)
→(九州道)・・料亭青柳(昼食:12:00 ~ 13:30)→熊本城・桜の馬場城彩園 (15:00)→
水前寺公園 (15:45)→熊本空港(17:20・ANA526)→伊丹空港 (18:25)

※ 荒天等により球磨川下りができない場合は、ホテル出立後、①の見学コースを、球磨川下りを希望されない方は

ホテル出立後、②の見学コースを経て合流し、「料亭青柳Jへ向かいますo

① 青井阿蘇神社 →球磨焼酎ミュージアム白岳伝承蔵

② 青井阿蘇神社 →永田寺 →渡着船場

dbdb左京納税貯蓄組合連合会役員会開催⑮⑮

平成 26年度:納税表彰式・中学生の「税についての作文J表彰等を審議

左京納税貯蓄組合連合会は、 10月3日(金〉左京納税協会におい

て、午後2時から役員会を開催しました。

左京税務署から富田署長ほか関係幹部の皆様のご臨席を賜り、

「平成 26年度納税表彰式」の実施概要及び左京納税貯蓄組合連合会

会長表彰者の選考等について決議承認したほか、中学生の「税につ

いての作文J事業に関しての経過報告(応募状況・審査結果等)が行

われました。

平成 26年度の中学生の「税についての作文」の募集結果について

は、 4ページに応募のあった中学校別の応募状況を掲載しています。

趨精密加工で明日をひらく
国際標準化機構 ISO9001 認証取得企業

置VAMAOKA
株式会社山岡製作所

代表 取締役山岡祥一

本社工場

京都府城陽市平川横道93

装飾造園材料・慶弔用竹製品・ 7"ラスチック竹製品製造

諮 問村竹材
代表取締役 岡村大治郎

本 社干606・8111京都市左京区高野泉町 40-19
TEL. (075) 791・0800 FAX. (075) 721.7701 

東京支唐干135'ω31東京都江東区佐賀 1丁目 10-2 
TEL. (03) 3820.0251 FAX. (03) 3820.0351 

茨総支底干319'0202茨城県笠岡市下郷 4446-7
TEL. (0299) 37.6789 FAX. (0299) 37・6790


